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運輸部門の排出量推計
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１．運輸部門における温室効果ガス排出量の総括

１－１ 温室効果ガス排出量総括表

表1-1、表1-2に固定ケース、計画ケースにおける2010年の運輸部門における温室効

果ガス排出量推計結果を示す。

１－２ ＣＯ 削減量総括表2

表1-3に各機関別、対策別のＣＯ 削減量を示す。2
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表1-1 運輸部門温室効果ガス排出量総括表（電力配分後）

温室効果ガス排出量(千ｔ）
対象分野名 CO2（千ｔ－ＣＯ2） CH4（千ｔ-CO2換算） N2O（千ｔ-CO2換算）

1990 1998 2010
（固定 ）

2010
（計画）

1990 1998 2010
（固定）

2010
（計画）

1990 1998 2010
（固定）

2010
（計画）

自動車 乗用車 86,897 120,940 130,764 118,161 82 77 83 81 2,734 2,771 2,988 2,902
軽乗用車 2,867 11,454 14,428 14,253 3 15 19 19 90 375 472 472
バス 4,915 4,892 4,909 4,836 2 1 1 1 56 35 35 35
普通貨物自動車 45,041 53,910 57,143 55,453 24 23 24 2 518 595 630 626
小型貨物自動車 25,878 23,331 23,561 21,770 35 30 31 31 853 645 657 657
軽貨物自動車 16,803 16,624 16,426 15,152 22 21 21 21 714 527 521 521
自動車合計 182,400 231,151 247,231 229,626 167 167 179 177 4,965 4,948 5,303 5,214

鉄道 旅客 7,151 7,243 6,319 5,489 1 1 1 1 113 95 93 90
貨物 558 491 463 383 0 0 0 0 9 6 7 6
計 7,710 7,734 6,782 5,872 1 1 1 1 122 102 100 96

船舶 旅客 4,701 7,206 5,052 5,052 9 14 10 10 39 59 42 42
貨物 8,856 9,319 8,789 8,965 17 18 17 17 73 77 72 74
計 13,556 16,525 13,842 14,017 26 32 27 27 111 136 114 115

航空機 旅客 5,531 7,937 11,475 10,671 3 5 7 7 0 0 0 0
貨物 1,142 1,418 1,501 1,396 1 1 1 1 0 0 0 0
計 6,673 9,354 12,976 12,067 4 6 8 8 0 0 0 0

合計 210,339 264,764 280,831 261,582 199 206 215 213 5,199 5,185 5,517 5,425

対９０年比増加率 － 25.9% 33.5% 24.4% － 3.4% 8.2% 7.1% － -0.3% 6.1% 4.4%

各ケースの設定
固定ケース 各輸送機関のエネルギー消費効率が一定のまま推移した場合
計画ケース 固定ケースに対して、以下の対策が導入された場合 各対策によ

・自動車燃費の向上 る削減量は
・エコドライブの実施 表1-3
・ＩＴＳ等による渋滞緩和による車速向上
・モーダルシフト（自動車貨物の鉄道・船舶へのシフト）
・公共交通機関へのシフト
・積載率の向上
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表1-2 運輸部門温室効果ガス排出量総括表（電力配分前）

直接燃焼分
温室効果ガス排出量(千ｔ）

対象分野名 CO2（千ｔ－ＣＯ2） CH4（千ｔ-CO2換算） N2O（千ｔ-CO2換算）
1990 1998 2010

（固定 ）
2010
（計画）

1990 1998 2010
（固定）

2010
（計画）

1990 1998 2010
（固定）

2010
（計画）

自動車 乗用車 86,897 120,940 130,764 118,150 82 77 83 81 2,734 2,771 2,988 2,902
軽乗用車 2,867 11,454 14,428 14,246 3 15 19 19 90 375 472 472
バス 4,915 4,892 4,909 4,836 2 1 1 1 56 35 35 35
普通貨物自動車 45,041 53,910 57,143 55,453 24 23 24 24 518 595 630 626
小型貨物自動車 25,878 23,331 23,561 21,770 35 30 31 31 853 645 657 657
軽貨物自動車 16,803 16,624 16,426 15,144 22 21 21 21 714 527 521 521
自動車合計 182,400 231,151 247,231 229,599 167 167 179 177 4,965 4,948 5,303 5,214

鉄道 旅客 1,374 1,975 1,173 1,147 1 1 1 1 113 95 93 90
貨物 110 138 88 83 0 0 0 0 9 6 7 6
計 1,484 2,113 1,260 1,230 1 1 1 1 122 102 100 96

船舶 旅客 4,701 7,206 5,052 5,052 9 14 10 10 39 59 42 42
貨物 8,856 9,319 8,789 8,965 17 18 17 17 73 77 72 74
計 13,556 16,525 13,842 14,017 26 32 27 27 111 136 114 115

航空機 旅客 5,531 7,937 11,475 10,671 3 5 7 7 0 0 0 0
貨物 1,142 1,418 1,501 1,396 1 1 1 1 0 0 0 0
計 6,673 9,354 12,976 12,067 4 6 8 8 0 0 0 0

合計 204,113 259,144 275,309 256,914 199 206 215 213 5,199 5,185 5,517 5,425

対９０年比増加率 － 27.0% 34.9% 25.9% － 3.4% 8.2% 7.1% － -0.3% 6.1% 4.4%

各ケースの設定
固定ケース 各輸送機関のエネルギー消費効率が一定のまま推移した場合
計画ケース 固定ケースに対して、以下の対策が導入された場合 各対策によ

・自動車燃費の向上 る削減量は
・エコドライブの実施 表1-3
・ＩＴＳ等による渋滞緩和による車速向上
・モーダルシフト（自動車貨物の鉄道・船舶へのシフト）
・公共交通機関へのシフト
・積載率の向上
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表1-3 ＣＯ削減量総括表2

ＣＯ2削減効果(千t-CＯ2)
対象分野名 対策技術 計画ケース 概　　　要 備　　考

直接燃焼分 電力削減量 配分後
自動車 旅客 単体燃費改善 9,199 -66 9,133 省エネ法目標による燃費向上＋低公害車導入

エコドライブ 148 148 アイドリングストップの実施
渋滞緩和 0 0
自転車徒歩利用 19 19 大都市圏の通勤通学で自動車利用者が自転車へシフト
公共交通機関へのシフト 3,559 3,559 人流のバス、鉄道へのシフト
計 12,859 12,859

貨物 単体燃費改善 4,420 -27 4,393 省エネ法目標による燃費向上＋低公害車導入
エコドライブ 24 24 アイドリングストップの実施
渋滞緩和 0 0
積載率 0 0
モーダルシフト 340 340 船舶、鉄道への自動車貨物のシフト
計 4,757 4,757

自動車合計 17,616 -93.340887 17,616
鉄道 単体燃費向上 30 616 1,121 　車両のエネルギー効率の向上

輸送量増減 -211 モーダルシフトによる輸送量増加 鉄道総括表
計 30 616 910

船舶 単体燃費向上 -0 -0
輸送量増減 -176 -176 モーダルシフトによる輸送量増加 船舶総括表
計 -176 -176

航空機 単体燃費向上 909 909 旅客輸送効率の向上
輸送量増減 0 0 航空機総括表
計 909 909

合計 18,379 523 19,259
（注）表1-1の固定ケースと計画ケースの差が、本表の削減量と一致しない。　これは表1-1は、削減対策の効果を燃料消費率に係るものと、輸送量に係るものを全て含めたうえで、
　　　最後に輸送量と燃料消費率を乗じて求めたものであり、表1-3は個別の対策ごとの効果を算定したうで、積み上げたためである。
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１－３ エネルギー消費量総括表

表1-4のエネルギー消費量総括表を示す。

表1-4 エネルギー消費量総括表

1990
ガソリン 軽油 ＬＰＧ 重油 ジェット燃料 購入電力 他 合計

1015J 1015J 1015J 1015J 1015J 106kWh 1015J 1015J
運輸部門 1,560 1,114 81 184 101 15,934 13 3,110

旅客自動車 1,157 201 81 1,439
貨物自動車 403 894 1,296
鉄道(旅客） 13 14,786 12 78
鉄道(貨物） 1 1,148 1 6
航空機（旅客） 84 84
航空機（貨物） 17 17
船舶（旅客） 5 60 66
船舶（貨物） 123 123

1998
ガソリン 軽油 ＬＰＧ 重油 ジェット燃料 購入電力 他 合計

1015J 1015J 1015J 1015J 1015J 106kWh 1015J 1015J
運輸部門 1,986 1,394 108 222 142 17,235 14 3,928

旅客自動車 1,636 341 108 2,084
貨物自動車 351 1,033 1,384
鉄道(旅客） 11 16,152 13 82
鉄道(貨物） 1 1,083 1 6
航空機（旅客） 120 120
航空機（貨物） 22 22
船舶（旅客） 9 92 101
船舶（貨物） 130 130

2010：固定
ガソリン 軽油 ＬＰＧ 重油 ジェット燃料 購入電力 他 合計

1015J 1015J 1015J 1015J 1015J 106kWh 1015J 1015J
運輸部門 2,141 1,461 126 187 197 16,938 14 4,188

旅客自動車 1,786 367 126 2,280
貨物自動車 355 1,076 1,432
鉄道(旅客） 11 15,787 13 80
鉄道(貨物） 1 1,151 1 6
航空機（旅客） 174 174
航空機（貨物） 23 23
船舶（旅客） 6 65 71
船舶（貨物） 122 122

2010：計画
ガソリン 軽油 ＬＰＧ 重油 ジェット燃料 購入電力 他 合計

1015J 1015J 1015J 1015J 1015J 106kWh 1015J 1015J
運輸部門 1,946 1,391 126 189 183 16,322 14 3,908

旅客自動車 1,621 338 126 66 2,085
貨物自動車 325 1,036 27 1,361
鉄道(旅客） 10 15,181 13 78
鉄道(貨物） 1 1,048 1 5
航空機（旅客） 162 162
航空機（貨物） 21 21
船舶（旅客） 6 65 71
船舶（貨物） 125 125
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２．各対策による温室効果ガス削減量の推計

２－１ 自動車単体燃費向上

(1) 燃費向上の対策

自動車単体 従来車の 希薄燃焼エンジン
燃費の向上 燃費向上 ガソリン直噴エンジン

無段変速機（ＣＶＴ）
空気抵抗の低減
軽量材料の採用

低公害車の ハイブリッド車
導入 天然ガス自動車

燃料電池自動車
電気自動車
メタノール自動車

小型車回帰 消費者の価値観の変化

（推計には含めていない） グリーン税制等の制度変更

(2) 推計方法

ある年次における登録年別保有台数、燃料消費率を以下のような算定により、次の年

度の保有台数、燃料消費率を算定した。

Ｎ年度保有台数（登録年別）

廃棄率

社会経済活動量の想定より
各年度の保有台数の増加分を算定

純増台数 廃棄台数 残存台数
＝買替台数

新車導入台数*

*低公害車を含む
Ｎ＋１年度保有台数（登録年別)

図2-1 保有台数の算定フロー
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Ｎ年度新車の燃料消費率

燃費向上目標による

燃焼消費率の低減

燃料消費率 低公害車燃料削減率

(新車導入台数) （低公害車台数）

※台数により加重平均

Ｎ＋１年度新車の燃料消費率

図2-2 新車の燃料消費率の算定フロー

(3) 導入シナリオの設定

（従来車の燃費向上））

①固定ケース 輸送量当たりのエネルギー消費率が1999年度と同じ水準で推移

②計画ケース ・現行の省エネ法目標の達成

（ガソリン乗用車について、2010年に95年比20％、ディーゼ

ル乗用車及び貨物軽中量車について、2010年度までに1995年

比で15％程度の燃費改善を目指す。）

ただし、車両の重量化、渋滞などにより、実走行燃費の悪化

動向を割り引いて、燃費の向上を実施している。※１

・2000年以降の各年度の燃費状況の見通しは、目標燃費を線形

配分して設定。

※１ 通産省総合エネルギー部会資料によると1990年から98年のガソリン乗用車の実走行

燃費／理論燃費の値が、年間0.0084ポイントずつ小さくなっていることを考慮し

て、エネルギー効率も理論上２０％向上しても、実際は、0.84％ずつ向上が抑え

られていると仮定して算定した。
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（低公害自動車の導入）

①固定ケース 低公害車の導入が現状の導入台数（ストックベース）まま推移

する

②計画ケース 環境庁低公害車大量普及方策検討会による低公害車普及目標

（中位ケース）に基づいく台数が導入される

表2-1 省エネ法による燃費向上目標

表2-2 計画ケースにおける燃費向上目標の設定

ガソリン自動車
１９９５年度
実績値

２０１０年度
推定値

向上率*

乗用自動車 12.3km/l 15.1km/l 22.30%
車両重量2.5ｔ以下の貨物自動車 14.4km/l 16.3km/l 13.20%
全体 12.6km/l 15.3km/l 21.40%
*1995年度と同じ出荷台数比率と仮定した場合の向上率．

ディーゼル自動車
１９９５年度
実績値

２００５年度
推定値

向上率*

乗用自動車 10.1km/l 11.6km/l 14.90%
車両重量2.5ｔ以下の貨物自動車 13.8km/l 14.7km/l 6.50%
全体 10.7km/l 12.1km/l 13.10%
*1995年度と同じ出荷台数比率と仮定した場合の向上率．
（出典）エネルギー学会誌,エネルギー需要に関する業界の動向,Vol.79 No.7(2000) P600

２００５年 ２０１０年
乗用車（ガソリン車） ２０％向上
乗用車（軽油車） １５％向上
乗用車（ＬＰＧ車） 0%
軽乗用車 0%
普通貨物自動車 0%
小型貨物自動車（ガソリン車） １５％向上
小型貨物自動車（軽油車） ６．５％向上
軽貨物自動車 ６．５％向上
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表2-3 省エネ法目標による自動車燃料消費率の削減

乗用車（ガソリン） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 35,723,100 36,815,550 37,908,000 38,725,400 39,542,800 40,360,200 41,177,600 41,995,000 42,433,800 42,872,600 43,311,400 43,750,200 44,189,000

走行量 百万ｋｍ 282,359 285,530 287,848 288,472 289,703 291,594 294,150 297,091 297,697 298,667 299,975 301,466 302,715

燃料消費率（固定ケース） kcal 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 1,236 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 1,236 1,232 1,228 1,222 1,216 1,209 1,201 1,193 1,184 1,175 1,166 1,155 1,144 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.003 0.007 0.011 0.016 0.022 0.028 0.035 0.042 0.049 0.057 0.066 0.074 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

乗用車（軽油） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 4,770,440 4,894,720 5,019,000 5,106,000 5,193,000 5,280,000 5,367,000 5,454,000 5,570,000 5,686,000 5,802,000 5,918,000 6,034,000

走行量 百万ｋｍ 37,706 37,962 38,111 38,035 38,046 38,147 38,339 38,584 39,077 39,611 40,185 40,779 41,336

燃料消費率（固定ケース） kcal 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 1,707 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 1,707 1,703 1,698 1,691 1,684 1,675 1,666 1,656 1,644 1,633 1,621 1,609 1,597 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.002 0.006 0.009 0.014 0.019 0.024 0.030 0.037 0.043 0.050 0.057 0.064 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

乗用車（ＬＰＧ） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 267,517 275,259 283,000 288,200 293,400 298,600 303,800 309,000 310,000 311,000 312,000 313,000 314,000

走行量 百万ｋｍ 16,773 17,259 17,744 18,070 18,396 18,722 19,048 19,374 19,437 19,500 19,562 19,625 19,688

燃料消費率（固定ケース） kcal 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 1,534 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 1,534 1,533 1,533 1,531 1,531 1,530 1,530 1,530 1,530 1,530 1,530 1,531 1,531 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.001 0.001 0.002 0.002 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

バス（軽油） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 233,178 233,589 234,000 233,400 232,800 232,200 231,600 231,000 231,600 232,200 232,800 233,400 234,000

走行量 百万ｋｍ 4,495 4,503 4,511 4,499 4,488 4,476 4,465 4,453 4,465 4,476 4,488 4,499 4,511

燃料消費率（固定ケース） kcal 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 3,793 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 3,793 3,764 3,745 3,724 3,710 3,698 3,690 3,685 3,683 3,683 3,683 3,683 3,683 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.007 0.013 0.018 0.022 0.025 0.027 0.028 0.029 0.029 0.029 0.029 0.029 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

軽乗用車（ガソリン） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 8,185,273 8,570,637 8,956,000 9,086,200 9,216,400 9,346,600 9,476,800 9,607,000 9,747,600 9,888,200 10,028,800 10,169,400 10,310,000

走行量 百万ｋｍ 54,919 57,505 60,091 60,964 61,838 62,711 63,585 64,459 65,402 66,345 67,289 68,232 69,175

燃料消費率（固定ケース） kcal 758 758 758 758 758 758 758 758 758 758 758 758 758 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 758 757 755 754 753 752 752 751 751 751 751 750 750 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.002 0.004 0.006 0.007 0.008 0.009 0.009 0.010 0.010 0.010 0.011 0.011 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

普通貨物自動車（軽油） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 2,543,743 2,584,372 2,625,000 2,648,400 2,671,800 2,695,200 2,718,600 2,742,000 2,756,600 2,771,200 2,785,800 2,800,400 2,815,000

走行量 百万ｋｍ 76,711 77,729 78,799 78,929 79,027 79,234 79,540 79,930 80,113 80,338 80,614 80,945 81,312

燃料消費率（固定ケース） kcal 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 2,449 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 2,449 2,440 2,436 2,428 2,423 2,417 2,411 2,407 2,403 2,400 2,398 2,395 2,392 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.003 0.005 0.008 0.011 0.013 0.015 0.017 0.019 0.020 0.021 0.022 0.023 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

小型貨物自動車　（ガソリン） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 1,934,115 1,960,058 1,986,000 2,009,800 2,033,600 2,057,400 2,081,200 2,105,000 2,119,600 2,134,200 2,148,800 2,163,400 2,178,000

走行量 百万ｋｍ 27,921 28,220 28,539 28,673 28,794 28,954 29,149 29,374 29,488 29,618 29,766 29,934 30,116

燃料消費率（固定ケース） kcal 835 835 835 835 835 835 835 835 835 835 835 835 835 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 835 832 829 825 820 814 806 799 789 779 770 760 749 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.003 0.007 0.012 0.018 0.025 0.034 0.043 0.055 0.066 0.078 0.090 0.102 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

小型貨物自動車（軽油） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 3,680,075 3,629,538 3,579,000 3,584,200 3,589,400 3,594,600 3,599,800 3,605,000 3,640,000 3,675,000 3,710,000 3,745,000 3,780,000

走行量 百万ｋｍ 53,126 52,257 51,430 51,134 50,823 50,587 50,418 50,305 50,640 51,000 51,392 51,819 52,268

燃料消費率（固定ケース） kcal 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 1,110 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 1,110 1,106 1,103 1,097 1,091 1,085 1,077 1,070 1,063 1,055 1,050 1,044 1,038 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.004 0.007 0.012 0.017 0.023 0.029 0.036 0.043 0.049 0.054 0.060 0.065 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)

軽貨物車（ガソリン） 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

保有台数 台 10,383,719 10,381,860 10,380,000 10,380,000 10,380,000 10,380,000 10,380,000 10,380,000 10,356,000 10,332,000 10,308,000 10,284,000 10,260,000

走行量 百万ｋｍ 77,341 77,327 77,313 77,313 77,313 77,313 77,313 77,313 77,134 76,955 76,777 76,598 76,419

燃料消費率（固定ケース） kcal 782 782 782 782 782 782 782 782 782 782 782 782 782 燃料消費率一定（固定ケース）　(1)

燃料消費率（単体燃費向上後） kcal 782 779 777 773 769 763 757 750 743 737 732 726 721 単体技術による燃料消費率　　 （2)

燃料消費率削減率 0 0.003 0.006 0.011 0.017 0.024 0.032 0.040 0.049 0.057 0.064 0.071 0.077 単体技術による燃料削減率＝１－(2)／(1)
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表2-4 低公害車導入台数の設定

導入台数 H11(1999) H12(2000) H13(2001) H14(2002) H15(2003) H16(2004) H17(2005) H18(2006) H19(2007) H20(2008) H21(2009) H22(2010)
軽乗用車 67 700 2,200 4,000 7,400 14,000 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200 19,200
乗用車 21,400 25,400 52,000 103,200 157,200 168,800 179,200 179,200 179,200 179,200 179,200 179,200
軽貨物車 83 600 5,000 8,440 15,080 28,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
軽量車 0 300 3,600 6,030 10,710 19,800 34,800 34,800 34,800 34,800 34,800 34,800
中量車 0 300 1,600 2,810 5,170 9,800 14,800 14,800 14,800 14,800 14,800 14,800
小計 21,550 27,300 64,400 124,480 195,560 240,400 296,000 296,000 296,000 296,000 296,000 296,000
削減率
軽乗用車 0.25 0.39 0.34 0.35 0.36 0.36 0.33 0.33 0.33 0.33 0.33 0.33
乗用車 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.29 0.29 0.29 0.29 0.29 0.29 0.29
軽貨物車 0.25 0.42 0.29 0.30 0.30 0.31 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28
軽量車 0.00 -0.10 0.19 0.18 0.17 0.17 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20
中量車 0.00 -0.10 0.12 0.10 0.09 0.08 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14
* 導入台数は、低公害車大量普及方策検討会による中位ケースのうち、ＣＮＧ車、ＨＢ車、ＥＶ車、ＭＥ車の合計．
* エネルギー削減率は、各低公害車のエネルギー削減率を、以下のように設定し、導入台数による加重平均により算定．

ＣＮＧ車：０．２５　　ＨＢ車：０．３　　ＥＶ車：０．４５　　ＭＥ車：－０．１
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２－２ エコドライブの推進

(1) エコドライブにおける対策

（シナリオ） （具体的対策）

アイドリングストップ アイドリングストップの推進
実施率 （一般車への啓発）

アイドリングストップバスの普及
エコドライブの啓発
（急発進しない、計画的なドライブなど）
燃費計の設置
アイドリングストップ装置( )乗用車への普及

など
(2) 推計方法

・自動車保有台数
・自動車実働率 エコドライブ実施率(対実働車）の想定

エコドライブ実施(対保有車) ・１日平均走行キロ
・燃料消費率（kcal／ｋｍ））

１日平均燃料消費量

アイドリング アイドリング
ストップによる ストップ
燃料削減量(kcal／分) 実施時間（分

燃料消費削減率（全交通量に対する）

図2-3 エコドライブによる燃料消費削減率推計方法

(3) 導入シナリオ

①固定ケース エコドライブ実施率ゼロ

②計画ケース 国民の１割がエコドライブを実施と想定
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表2-5 エコドライブ（アイドリングストップ）による燃料消費率削減率

計画ケース
（旅客）（旅客）（旅客）（旅客）

車種区分

保有台数 実働率 アイドリング
ストップ実施
率（対実働
車）

アイドリングス
トップ実施率
（対保有台）

１日平均走
行キロ（ｋ
ｍ）

燃料消費
率（ｋｃａｌ／
ｋｍ）

１日平均燃
料消費量
（kcal）

アイドリン
グストップ
実施時間
（分／日）

アイドリングス
トップによる燃
料削減率
（kcal／分）

全交通量
に対する
燃料消費
率改善率

バス

乗合 59426 0.845 0.1 0.0845 157 3157 495649 5 92 0.008%

貸切 36508 0.598 0.1 0.0598 230 2963 681490 5 92 0.004%
自家用 141212 0.563 0.1 0.0563 69 1579 108951 5 92 0.024%

乗用車 41525096 0.676 0.1 0.0676 40 995 39800 5 118 0.100%

軽自動車

（貨物）（貨物）（貨物）（貨物）
普通貨物

営業用 886331 0.678 0.1 0.0678 227.5 2600 591500 5 184 0.011%
自家用 1739844 0.504 0.1 0.0504 90.7 2055 186388.5 5 184 0.025%

小型貨物車
営業用 81479 0.672 0.1 0.0672 111 1227 136197 5 92 0.023%
自家用 5639082 0.589 0.1 0.0589 64.9 1001 64964.9 5 92 0.042%

軽貨物自動車

貨物車平均 0.025%

※保有台数、実働率、１日平均走行キロ：「陸運統計 平成10年」

※燃料消費率：「運輸関係年ルギー要覧　平成10年」

※アイドリングストップ実施率（対実働車）は10％と想定。アイドリングストップ実施率（対保有台数）は、（アイドリングストップ実施率（対実働車）×実働率）

※１日平均燃料消費量＝１日平均キロ×燃料消費率

※アイドリングストック実施時間は、１日５分と設定。

※アイドリングストップによる燃料削減率（環境庁資料より）

　バ　　ス：0.01L/分×9200kcal/l(軽油)／分＝92kcal/分

　乗用車：0.014L/分×8400kcal/l(ガソリン)／分＝118kcal/分

　普通貨物車：0.02L/分×9200kcal/l(ガソリン)／分＝184kcal/分

　小型貨物車：0.01L/分×9200kcal/l(ガソリン)／分＝92kcal/分

※全交通量に対する燃料削減率＝アイドリングストップ実施率（対保有台）×（アイドリングストップ実施時間）×（アイドリングストップによる燃料削減率）／（１日平均燃焼消費量）
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２－３ 渋滞緩和による平均車速の向上

(1) 渋滞緩和の対策

（導入シナリオを設定するレベル） （車速向上の主な具体的対策）

平均車速の向上 渋滞緩和 ＥＴＣ

（ＩＴＳ導入） 交通情報提供

信号系統化

運転支援システム

（渋滞回避ルートの指示）

自動車誘導 駐車場誘導支援システム

（ＩＴＳ導入） 運転支援システム

（交通規制等） （目的地までの最適ルート

指示）

交通規制

ロードプライシング

(2) 推計方法

主要都市における交通量 平均速度向上の想定
（車速向上対象交通量）

燃料消費消費削減率

全交通量に占める主要都市における
自動車交通量の比率

全交通量に対する燃料消費削減率

図2-4 平均車速向上による燃料消費削減率推計方法

(3) 導入シナリオの設定

①固定ケース 現状の都市内の車速が変化しない(車速向上による効果はゼロ）

②計画ケース 今後も自動車走行量が増加すること、ＩＴＳも広範囲な導入に

はまだ時間がかかるとみて、平均車速の向上は、０ｋｍ/ｈとし

た。
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表2-6 平均車速向上による燃料消費率削減率

走行台キロ ピーク時平均旅行 年間走行台キロ 速度向上 燃費削減率
（1000ｋｍ／12ｈ） 速度（1990年度) （1000ｋｍ／年） (km／h)

合計 （参考）（ｋｍ） 合計
仙台市 2,373 19.6 1,732,290 0 1.000
東京都特別区 5,663 19.1 4,133,990 0 1.000
横浜市 4,968 27.0 3,626,640 0 1.000
川崎市 861 19.3 628,530 0 1.000
名古屋市 3,629 19.3 2,649,170 0 1.000
京都市 2,292 20.2 1,673,160 0 1.000
大阪市 2,945 18.3 2,149,850 0 1.000
広島市 2,503 25.7 1,827,190 0 1.000
北九州市 3,688 26.6 2,692,240 0 1.000
福岡市 2,223 22.2 1,622,790 0 1.000
合計 31,145 22.1 22,735,850 0 1.000
日本全体 617,334,000

全交通量に対する車速向上交通量の比率 3.7%
燃費消費量削減率 0.000
幹線道路の混雑率 0.640

 全交通量に対する燃料消費削減率 0

* 走行台キロ、ピーク時平均旅行速度は、「自動車交通１９９６」（日産自動車株式会社）．
* 年間走行台キロ＝走行台キロ×365日×２
* 速度向上を２km／ｈと想定．
* 燃料削減＝１－速度向上km/h×1km/h向上ごとの燃費向上率0.0288
　 1km/h向上ごとの燃費向上率の算出は、表2-6(2)．

  表2-6 (2) 　ＩＴＳによる効果

平均車速向上による燃費の改善と排出ガスの低減割合
現在 １０年後 ２０年後 ３０年後

都市部 ・一般国道平均車速 ２０ｋｍ／ｈ ２５ｋｍ／ｈ ２８ｋｍ／ｈ ３０ｋｍ／ｈ
燃費消費量／距離・台 1.00 0.85 0.77 0.75
ＮＯｘ排出量／距離・台(参考) 1.00 0.89 0.83 0.80
（備考） 燃料消費量、及びＮＯｘ排出量は20ｋｍ／ｈ時を１とする
（出典）「自動車年鑑１９９６」 VERTIS資料

1km/h向上ごとの燃費向上率→ 0.0288
＝１－０．７７／８

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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２－４ モーダルシフト（貨物）の推進

(1) モーダルシフト対策

（導入シナリオを設定するレベル） （モーダルシフトの具体的対策）

モーダルシフト量 自動車→鉄道 物流拠点の整備

トレーラー化及び車両
自動車→船舶 の大型化

大型コンテナ埠頭の整備

(2) 推計方法

距離帯別輸送量 輸送品目別輸送量 距離帯別機関別輸送量

500km以上の雑貨輸送が 500km以上の輸送における
全輸送に占める比率 鉄道と船舶の輸送比

総貨物量の想定

鉄道・船舶モーダルシフト可能量

導入シナリオ

鉄道・船舶モーダルシフト量

図2-5 モーダルシフト推計方法

(3) 導入シナリオ（モーダルシフトによる輸送シフト量）

①固定ケース 現状の交通機関の機関分担率のまま推移。

②計画ケース 運輸省物流施策アクションプランによる目標

「中長距離の雑貨輸送において鉄道・海運が占める比率を、現

在の40％から2010年に約50％を超える水準に向上させることを

目標に、モーダルシフトを推進。」

に沿って、シフトされる輸送量を想定。
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表2-7 モーダルシフトシナリオ

１．距離帯別貨物輸送量と機関分担率（199８年） （単位：百万トンキロ／年）
距離帯 全輸送量 機関別輸送量 機関別分担率(97年度 実績）　

km 自動車 鉄道 船舶 自動車 鉄道 船舶
100km未満 193,010 187,413 386 5,211 97% 0.2% 2.7%
100～300 95,011 69,453 1,995 23,563 73% 2.1% 24.8%
300～500 65,700 35,149 1,314 29,236 54% 2.0% 44.5%
500～750 74,643 33,739 2,239 38,665 45% 3.0% 51.8%

750～1,000 72,944 21,518 3,647 47,778 30% 5.0% 65.5%
1,000以上 27,721 4,075 2,107 21,567 15% 7.6% 77.8%

合計 529,029 163,934 11,303 160,810
* 全輸送量は、「平成10年度 貨物地域流動調査」をベースに地域間の距離を考慮することにより算定した．
* 機関別分担率は、「数字でみる物流１９９９」（物流問題研究会）
*　機関別輸送量は、（全輸送量）×（機関別分担率）

●500km以上の雑貨輸送量の比率をもとめると以下のようになる。
モーダルシフト可能量 500km～の輸送量 175,308 百万トンキロ／年

輸送に占める雑貨

の比率
53.63%

500km～の雑貨輸

送量
94,014 百万トンキロ／年

500km～の雑貨輸

送量が全輸送に
占める比率

17.8%

●500km以上の輸送量の船舶と鉄道の比率をもとめると以下のようになる。
船舶と鉄道の輸送比 500km～の輸送量

で鉄道と船舶の輸

送比（鉄道）

6.9%

500km～の輸送量

で鉄道と船舶の輸

送比（船舶）

93.1%

2．鉄道へのシフト

２０００年 ２００５年 ２０１０年 備考
総貨物量 百万ﾄﾝｷﾛ/年 555,000 564,000 573,000 社会経済活動量想定

モーダルシフト可能量 百万ﾄﾝｷﾛ/年 98,630 100,229 101,828 *1
モーダルシフト率 ％ 0 2.5 5 *2
モーダルシフト量 百万ﾄﾝｷﾛ/年 0 173 351 *3
自動車交通量削減量 百万km/年 0 17 34 *4
(備考) *1 全体に占める500km～の雑貨輸送量に占める比率17.8％(1998年度)より算定．
　　　　 *2 運輸省物流施策アクションプラン目標などを参考に現状の中長距離貨物のうち鉄道・船舶の輸送比率が現状の45％から50％になると設定．
         *3 （モーダルシフト量）＝（モーダルシフト可能量）×（シフト率)×鉄道比率6.9％
　　　   *4 モーダルシフト量／10.4．（10.4は、普通営業用貨物車の１日１車当たりの平均輸送トン数．「平成10年度自動車輸送統計年報」）

３．船舶へのシフト

２０００年 ２００５年 ２０１０年 備考
総貨物量 百万ﾄﾝｷﾛ/年 555,000 564,000 573,000 社会経済活動量想定

モーダルシフト可能量 百万ﾄﾝｷﾛ/年 98,630 100,229 101,828 *1
シフト率 ％ 0% 2.5% 5% *2
モーダルシフト量 百万ﾄﾝｷﾛ/年 0 2,333 4,741 *3
自動車交通量削減量 百万km/年 0 224 456 *4
(備考) *1 全体に占める500km～の雑貨輸送量に占める比率17.8％(1998年度)より算定．
　　　　 *2 運輸省物流施策アクションプラン目標などを参考に現状の中長距離貨物のうち鉄道・船舶の輸送比率が現状の45％から50％になると設定．
         *3 （モーダルシフト量）＝（モーダルシフト可能量）×（シフト率)×船舶比率93.1％
　　　   *4 モーダルシフト量／10.4．（10.4は、普通営業用貨物車の１日１車当たりの平均輸送トン数．「平成10年度自動車輸送統計年報」）
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２－５ 公共交通機関へのシフト（旅客）

(1) 公共交通機関へのシフト対策

（導入シナリオを設定するレベル） （旅客シフトの具体的対策）

自動車から公共交通機関 制度的対策 パークアンドライド
へのシフト パークアンドバスライド

交通運賃体系の見直し
など

交通の規制によ ロードプライシング
る副次効果 プレートナンバー規制

ピークロードプライシング
など

都市内公共交通
機関の整備 ＬＲＴの整備

バスサービスの改善
結節点の整備
バスレーンの整備

など

(2) 推計方法

都市部において、バスの路線新設、ＬＲＴの建設などにより、都市部の営業路線が、

過去のトレンドにより増加し、増加された旅客輸送量に相当する自動車交通が削減さ

れると設定した。

大都市圏のバス・鉄道営業キロ
の現状、及びトレンド

・バス、鉄道１本あたりの平均乗車数
大都市圏のバス・鉄道営業キロの ・バス、鉄道の運行本数
増加見通し （想定）

・自動車交通量削減量
・バス走行量、鉄道輸送量増加量

図2-6 公共交通機関へのシフト推計方法
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(3) 公共交通機関利用による輸送シフトシナリオ（自動車→鉄道、バス）

①固定ケース 現状の交通機関の分担率が変化しないとする。

②計画ケース 都市部において、バスの路線新設、ＬＲＴの建設などにより、

都市部の営業路線が、過去のトレンドにより増加し、増加され

た旅客輸送量に相当する自動車交通が削減されると設定。

・大都市圏のバス営業キロ 7.3％増加（2010年）

・大都市圏の鉄道営業キロ ９％増加（2010年）

表2-8 公共交通機関へのシフトの想定シナリオ

１．乗用車からバスへのシフト
・大都市圏における乗用車の利用がバスへと転換されることを想定する。
・バスの営業キロ数がさらに増加し、都市内でのバス交通網が充実され利便性が向上し、
  公共交通機関の優先システム等と併せて乗用車からのシフトが進む．
・バスの路線の新設による輸送容量．
  現状大都市圏のバスの営業キロ数とほぼ同じ路線が追加された場合の輸送容量は、
     30,000km×100本/日×365日×25人/本＝27,375(百万人キロ)
  となる。各年度のシナリオを以下のように設定する．
・三大都市圏のバスの営業キロの増加は、過去４年の伸び率により設定。
　26363km(H10)／25614km(H６)＝1.0292
これより、年率で、0.0292／４＝0.73％の増加と設定

１９９８年 ２０００年 ２００５年 ２０１０年
バスの営業キロ数(km) 26,363 26,363 27,325 28,287
営業キロ増加率(％) 0% 3.7% 7.3%
輸送量増加量(百万人ｷﾛ) 0 878 1,756
乗用車走行キロ削減量(百万ｷﾛ) 0 293 585
バス走行キロ増加量(百万ｷﾛ) 0 18 35
（備考） バス１路線あたり１日１00本運行．運行１本あたり平均乗車数25人として算定．
　輸送量増加量＝営業キロ増加量×200本×25人
  乗用車走行キロ削減量＝輸送量増加量／1.5．（乗車の平均乗車人を1.5として計算）
  バス走行キロ増加量＝輸送量増加量／２５人

２．乗用車から鉄道へのシフト
・都市内において、新交通システムなどの輸送機関が整備され、都市内の既存鉄道との
  乗り継ぎ利便性が向上し、乗用車からのシフトが行われる．
・路線の新設による輸送容量．
  現状大都市圏の鉄道の営業キロ数の1％にあたる路線が追加された場合の輸送容量は、
     45km×200本/日×365日×500人/本＝1,642.5(百万人キロ)
  となる。各年度のシナリオを以下のように設定する．
・鉄道の営業キロの増加は、過去１０年の伸び率により設定。
　4546km(H10)／4387km(H６)＝1.036
これより、年率で、0.036／４＝0.9％の増加と設定

１９９８年 ２０００年 ２００５年 ２０１０年
鉄道営業キロ数(km) 4,546 4,546 4,751 4,955
営業キロ増加率(％) 0% 4.5% 9%
輸送量増加量(百万人ｷﾛ) 0 7,467 14,934
乗用車走行キロ削減量(百万ｷﾛ) 0 4,978 9,956
（備考） 鉄道１路線あたり１日200本運行．運行１本あたり平均乗車数500人として算定．
　輸送量増加量＝営業キロ増加量×200本×500人
  乗用車走行キロ削減量＝輸送量増加量／1.5．（乗車の平均乗車人を1.5として計算）
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２－６ 積載率の向上

(1) 積載率向上における対策技術

（導入シナリオを設定するレベル） （積載率向上の具体的対策）

積載率の向上 配送方法 共同輸配送

幹線共同輸送

情報化 輸配送スケジュールの最適化

効率的なルート選択

求荷求車情報システムの整備

(2) 推計方法

①積載率向上による貨物走行量の削減量を推計した。

②交通量の削減は、導入シナリオに基づく積載率の向上分だけ、走行量が低減するとし

た。（積載率１％向上→貨物走行量１％低減）

(3) 導入シナリオの設定（積載率の向上）

①固定ケース 積載率が現状と同じ水準で推移。

②計画ケース 今後も、積載率の向上が困難とみて、積載率は現状と同じと設

定。



- 20 -

表2-9 積載率の向上シナリオ

輸送量（ﾄﾝｷﾛ）
１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

普通貨物車 298,625 299,419 300,213 301,006 301,800 302,594 303,388 304,181 304,975 305,769 306,563 307,356 308,150
軽貨物 2,045 2,040 2,035 2,030 2,025 2,019 2,014 2,009 2,004 1,999 1,994 1,989 1,984
*　輸送量は、社会経済活動量の想定に基づく．

能力ﾄﾝｷﾛ
１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

普通貨物車 653,446 655,183 656,920 658,657 660,394 662,131 663,868 665,604 667,341 669,078 670,815 672,552 674,289
軽貨物 18,591 18,544 18,498 18,451 18,405 18,358 18,312 18,265 18,219 18,172 18,126 18,079 18,033
* 1998年は、「自動車輸送統計年報」による実績値．1999年以降は、（輸送量）／（積載率）より算定．

積載率（固定ケース）
１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

普通貨物車 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457
軽貨物 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11
* 1998年は、「自動車輸送統計年報」にょる実績値．積載率＝輸送トンキロ／能力トンキロ
* 1999年以降は、1998年と同等と設定．

積載率（計画ケース）
１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

普通貨物車 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457 0.457
軽貨物 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11
* ２０１０年の積載率目標を５０％と想定し、順次増加すると設定．
* 軽貨物については、どの程度まで積載率が改善できるか想定が困難であるため、1998年と同等と設定

輸送量削減率 （計画ケース）
１９９８年 １９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年 ２０１０年

普通貨物車 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
軽貨物
* (固定ケース積載率)-(計画ケース積載率)
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２－７ 自動車利用方法の改善（ライフスタイルの変更）

(1) ライフスタイル変更による自動車交通量の削減方策

ライフスタイルに係る主な対策を挙げると以下のようになる。このうち、通勤時の乗用車

利用を徒歩・自転車に切り替えた場合の交通量削減効果を推計した。

移動手段の変更 ・自転車・徒歩への転換

・公共交通機関の利用 （→公共交通機関へのシフト）

・パークアンドライド（→交通マネジメント、

「距離」と「交通手段」の複合的対策

移動距離の低減 ・テレコミューティング

・サテライトオフィス（職住接近）

・自動車利用頻度の削減（相乗り、ノーマイカーデー等）

・カーナビによる最適ルートの選択 （→エコドライブ）

燃費の改善 ・時差出勤 （→交通渋滞の緩和）

(2) 通勤時の最寄り駅までの乗用車を自転車、徒歩への切り替え

（シナリオ） （具体的施策）

自転車・徒歩への 自転車道の整備
切り替え

駐輪場の整備 等
（自動車走行量の削減）

(3) 推計方法

①鉄道定期券利用者の端末交通手段利用状況に基づき、３大都市圏において、居住地あ

るいは勤務地から最寄駅まで、自家用車を利用している人の量を把握。

②通勤時の最寄り駅までの乗用車利用の平均走行距離の算定（統計上の平均時間より、

平均速度を想定して算定）。

③通勤人数と平均走行距離より、３大都市圏の通勤のための自動車交通量を算定し、国

内全体との比率を算定。

④自動車通勤者のうち、どの程度の人が徒歩・自転車に転換できるかという「実施率」

を乗じて、国内走行量に対する走行量削減率を算定。
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（通勤での）自動車利用者 所用時間 平均速度(想定)

平均走行距離

自動車通勤の走行量 全乗用車走行量

全乗用車走行量に占める自動車通勤交通量の比率

実施率

乗用車走行量削減率

図2-7 自動車通勤の徒歩・自転車への転換推計方法

(4) 導入シナリオ

①固定ケース 自転車・徒歩への切り替えによる交通量削減無し

②計画ケース 鉄道定期券利用者の端末交通手段利用状況に基づき、居住地

あるいは勤務地から最寄駅まで、自家用車を利用している人

が、徒歩や自転車に変更した場合の交通量の削減可能量を算

定。ただし、どの程度の人が実行するか不明なため、実施率

１０％と仮定。

表2-10 自動車通勤の徒歩・自転車への転換

平成７年 バイク利用者 自動車利用者 所用時間 平均距離 走行量（千ｋｍ／年）
人／日 人／日 分 ｋｍ バイク 自動車 合計

居住地から初乗駅まで
首都圏 199,108 321,115 10.0 3.33 159,286 256,892 416,178
中京圏 32,599 115,316 13.0 4.33 33,903 119,929 153,832
京阪圏 167,960 123,886 14.0 4.67 188,115 138,752 326,868

最終降車駅から勤務地等まで
首都圏 17,319 21,296 8.0 2.67 11,084 13,629 24,714
中京圏 2,929 8,800 10.9 3.63 2,554 7,674 10,228
京阪圏 13,720 10,462 15.0 5.00 16,464 12,554 29,018

合計 411,407 549,430 960,837
（資料）バイク利用者、自動車利用者、所要時間は、「都市交通年報」． 
（備考）  平均距離は、自動車・バイクの平均速度を２０km/hとして、平均所用時間より算定。
　　　　　　走行量は、利用者数×平均距離×２４０日／年（年間通勤日数）より算定．

1995年乗用車、軽乗用車走行量合計 428,369,000 千km
乗用車・軽乗用車走行量に占める自動車通勤の比率 0.128%

（備考）乗用車、軽自動車走行量は、「運輸関係エネルギー要覧」

徒歩・自転車への転換率 10%
走行量削減率 0.0128%

（備考）走行量削減率＝徒歩・自転車への転換率×乗用車・軽乗用車走行量に
          占める自動車通勤の比率
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２－８ 鉄道における単体対策

(1) 鉄道における対策技術

（導入シナリオを設定するレベル） （車両のエネルギー効率を向上する技術）

車両のエネルギー インバータ化

効率 車両の軽量化

(2) 推計方法（図3-2参照）

①基準年における輸送量、エネルギー消費量より、旅客、貨物別にエネルギー消費原単

位を算定する。

②エネルギー消費原単位を一定として、2010年の想定輸送量より、2010年の固定ケース

のエネルギー消費量、温室効果ガス排出量を算定する。

③対策の導入によるエネルギー消費率の低減、輸送量の増源を考慮し、2010年の計画ケ

ースのエネルギー消費量、温室効果ガス排出量を算定する。

(3) シナリオ

①固定ケース 輸送量当たりのエネルギー効率が現状のまま推移

②計画ケース 民営鉄道の自主目標の達成（７％削減）
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表2-11 鉄道からの温室効果ガス排出量総括表

鉄道のＣＯ2排出量推計（固定ケース）

                    年度 １９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 2000年 2005年 2010年 2000年以降の推計方法

輸送機関

旅客 輸送量 百万人キロ 387,478 400,083 402,258 402,728 396,333 400,057 402,156 394,933 391,000 396,000 400,000 2000年以降の輸送量は社会経済活動量の想定による
エネルギー消費量 百億kcal 3,919 4,024 4,009 4,082 4,392 4,213 4,182 4,202 4,022 4,073 4,115 （輸送量）×（エネルギー消費原単位）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/人キロ 101.1 100.6 99.7 101.4 104.4 105.3 104 106.4 102.8625 102.8625 102.8625 *1
（エネルギー源構成） 電力 92.2% 92.5% 92.6% 92.1% 93.3% 93.6% 93.7% 93.9% 93.9% 93.9% 93.9% *2

軽油 7.8% 7.5% 7.4% 7.9% 6.7% 6.4% 6.3% 6.1% 6.1% 6.1% 6.1%
ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 7,151 7,747 7,832 7,477 8,456 7,679 7,462 7,243 6,177 6,256 6,319 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／人キロ 0.018 0.019 0.019 0.019 0.021 0.019 0.019 0.018 0.016 0.016 0.016 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）
ＣＨ４排出量 ｔ-CH4 50 49 49 53 48 44 43 42 40 41 41 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数

N2O排出量 t-N2O 365 360 356 388 350 322 316 308 294 298 301 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数
貨物 輸送量 百万トンキロ 27,196 27,157 26,668 25,433 24,493 25,101 24,968 24,618 23,000 25,000 26,000 2000年以降の輸送量は社会経済活動量の想定による

エネルギー消費量 百億kcal 306 309 312 300 287 295 289 285 267 290 301 （輸送量）×（エネルギー消費原単位）
ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/トンキロ 112 114 117 118 117 118 116 116 116 116 116 *1

（エネルギー源構成） 電力 92.2% 92.5% 92.6% 92.1% 93.3% 93.6% 93.7% 93.9% 93.9% 93.9% 93.9% *2
軽油 7.8% 7.5% 7.4% 7.9% 6.7% 6.4% 6.3% 6.1% 6.1% 6.1% 6.1%

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 558 595 609 550 553 538 516 491 410 445 463 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数
CO2排出原単位 kg／トンキロ 0.021 0.022 0.023 0.022 0.023 0.021 0.021 0.020 0.018 0.018 0.018 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 ｔ-CH4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数
N2O排出量 ｔ-N2O 28.5 27.6 27.7 28.5 22.9 22.6 21.8 20.9 19.5 21.2 22.1 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数

合計 エネルギー消費量 百億kcal 4,225 4,333 4,321 4,382 4,679 4,508 4,471 4,487 4,289 4,363 4,416
電力消費量 百万kWh 17,319 17,816 17,781 18,149 18,358 18,755 18,707 18,726 17,631 17,937 18,154

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 7,710 8,342 8,441 8,027 9,008 8,217 7,978 7,734 6,587 6,701 6,782
ＣＯ2排出量（指数） 100 108 109 104 117 107 103 100 85 87 88

ＣＨ４排出量 ｔ-CH4 54 53 52 57 51 47 46 45 43 44 44
N2O排出量 ｔ-N2O 393.6 387.2 383.7 416.3 373.0 345.0 337.9 328.4 313.9 319.3 323.2

1997年までの輸送量、エネルギー消費量は、「運輸関係エネルギー要覧」．
*1  1990年から1997年のエネルギー原単位の平均が2000年以降も推移すると設定．

*2  2000年以降の電力化率は1997年と同等と設定した．

対策効果
旅客 輸送削減量 百万人キロ － － － － － － － － 0 -7,467 -14,934 公共交通機関へのシフト量

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位削減率 － － － － － － － － 0 0.035 0.07 民営鉄道の自主目標７％
貨物 輸送削減量 百万トンキロ － － － － － － － － 0 173 351 モーダルシフト量

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位削減率 － － － － － － － － 0.00 0.035 0.07 民営鉄道の自主目標７％

鉄道のＣＯ2排出量推計（計画ケース）

                    年度 １９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 2000年 2005年 2010年 2000年以降の推計方法
輸送機関

旅客 輸送量 百万人キロ 387,478 400,083 402,258 402,728 396,333 400,057 402,156 394,933 391,000 403,467 414,934 （固定ケース輸送量）－（輸送量削減量）
エネルギー消費量 百億kcal 3,919 4,024 4,009 4,082 4,392 4,213 4,182 4,202 4,022 4,005 3,969 （エネルギー消費原単位）×（輸送量）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/人キロ 101.1 100.6 99.7 101.4 104.4 105.3 104 106.4 102.9 99.3 95.7 （固定ケースエネルギー消費原単位）×（１－エネルギー原単位削減率）

（エネルギー源構成） 電力 92.2% 92.5% 92.6% 92.1% 93.3% 93.6% 93.7% 93.9% 93.9% 93.9% 93.9%

軽油 7.8% 7.5% 7.4% 7.9% 6.7% 6.4% 6.3% 6.1% 6.1% 6.1% 6.1%
ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 7,151 7,747 7,832 7,477 8,456 7,679 7,462 7,243 6,177 6,151 5,489 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／人キロ 0.018 0.019 0.019 0.019 0.021 0.019 0.019 0.018 0.016 0.015 0.013 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）
ＣＨ４排出量 ｔ-CH4 50 49 49 53 48 44 43 42 40 40 40 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数

N2O排出量 ｔ-N2O 365.1 359.5 356.0 387.8 350.1 322.5 316.0 307.5 294.4 293.1 290.5 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数
貨物 輸送量 百万トンキロ 27,196 27,157 26,668 25,433 24,493 25,101 24,968 24,618 23,000 24,827 25,649 （固定ケース輸送量）－（輸送量削減量）

エネルギー消費量 百億kcal 306 309 312 300 287 295 289 285 267 278 277 （エネルギー消費原単位）×（輸送量）
ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/トンキロ 112 114 117 118 117 118 116 116 116 112 108 （固定ケースエネルギー消費原単位）×（１－エネルギー原単位削減率）

（エネルギー源構成） 電力 92.2% 92.5% 92.6% 92.1% 93.3% 93.6% 93.7% 93.9% 93.9% 93.9% 93.9%
軽油 7.8% 7.5% 7.4% 7.9% 6.7% 6.4% 6.3% 6.1% 6.1% 6.1% 6.1%

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 558 595 609 550 553 538 516 491 410 427 383 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数
CO2排出原単位 kg／トンキロ 0.021 0.022 0.023 0.022 0.023 0.021 0.021 0.020 0.018 0.017 0.015 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 ｔ-CH4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数
N2O排出量 ｔ-N2O 28.5 27.6 27.7 28.5 22.9 22.6 21.8 20.9 19.5 20.3 20.2 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数

合計 エネルギー消費量 百億kcal 4,225 4,333 4,321 4,382 4,679 4,508 4,471 4,487 4,289 4,283 4,246
電力消費量*2 百万kWh 17,319 17,816 17,781 18,149 18,358 18,755 18,707 18,726 17,631 17,606 17,455

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 7,710 8,342 8,441 8,027 9,008 8,217 7,978 7,734 6,587 6,578 5,872
ＣＯ2排出量（指数） 100 108 109 104 117 107 103 100 85 85 76

ＣＨ４排出量 ｔ-CH4 54 53 52 57 51 47 46 45 43 43 42
N2O排出量 ｔ-N2O 393.6 387.2 383.7 416.3 373.0 345.0 337.9 328.4 313.9 313.4 310.7

合計 ＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 124 910 計画ケース－固定ケース
ＣＨ４排出削減量 ｔ-CH4 0 1 2

N2O排出削減量 ｔ-N2O 0 6 12

エネルギーＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 237 1,121 *2
原単位削ＣＨ４排出削減量 kg-CH4 2 2 *2　と同様に算定

による効果N2O排出削減量 t-N2O 2 2 *2　と同様に算定

貨物量 ＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 -113 -211 *3
増減に ＣＨ４排出削減量 kg-CH4 -1 -0 *3　と同様に算定

よる効果 N2O排出削減量 t-N2O -5 -3 *3　と同様に算定
*2　（固定ケース輸送量＋計画ケース輸送量）／２×（固定ケースCO2原単位－計画ケースＣＯ２原単位）

*3　（固定ケースＣＯ2原単位＋計画ケースＣＯ2原単位）／２×（固定ケース輸送量－計画ケース輸送量）
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２－９ 船舶における単体対策

(1) 船舶における対策技術

（導入シナリオを設定するレベル） （エネルギー効率向上を支える技術）

船舶輸送効率 船舶のエネルギー 推進抵抗の低減

の向上 効率向上 プロペラ効率の向上

エンジンの高効率化

船舶の運航管理の

高度化

(2) 推計方法（図3-2参照）

①基準年における輸送量、エネルギー消費量より、旅客、貨物別にエネルギー消費原単

位を算定する。

②エネルギー消費原単位を一定として、2010年の想定輸送量より、2010年の固定ケース

のエネルギー消費量、温室効果ガス排出量を算定する。

③対策の導入によるエネルギー消費率の低減、輸送量の増源を考慮し、2010年の計画ケ

ースのエネルギー消費量、温室効果ガス排出量を算定する。

(3) シナリオ

①固定ケース 輸送量当たりのエネルギー効率が現状のまま推移

②計画ケース 内航海運の業界自主目標なし
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表2-12 船舶からの温室効果ガス排出量総括表

船舶（固定ケース）

                    年度 １９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 2000年 2005年 2010年 2000年以降の推計方法　

輸送機関

旅客船 輸送量 百万人キロ 6,275 6,194 6,097 6,061 5,946 5,527 5,635 5,369 5,000 5,000 5,000 2000年以降の輸送量は社会経済活動量の想定による

(内航） エネルギー消費量 百億kcal 1,567 1,941 1,693 1,770 1,751 1,852 2,013 2,406 1,687 1,687 1,687 （輸送量）×（エネルギー消費原単位）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/人キロ 2,497 3,134 2,777 4,236 2,945 3,351 3,572 4,481 3,374 3,374 3,374 *1

（燃料構成比） 軽　油 7.9% 9.3% 11.6% 22.4% 14.7% 10.3% 10.2% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7%

Ａ重油 21.1% 16.6% 19.7% 29.7% 31.1% 17.6% 16.3% 29.8% 29.8% 29.8% 29.8%

Ｂ重油 3.0% 2.1% 2.1% 1.1% 0.8% 0.8% 0.9% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7%

Ｃ重油 68.0% 72.0% 66.6% 46.8% 53.4% 71.3% 72.5% 60.9% 60.9% 60.9% 60.9%

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 4,701 5,825 5,070 5,264 5,227 5,551 6,035 7,206 5,052 5,052 5,052 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／人キロ 0.749 0.940 0.832 0.869 0.879 1.004 1.071 1.342 1.010 1.010 1.010 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 434 538 469 493 487 513 558 667 468 468 468 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数

N2O排出量 t-N2O 125 154 135 141 139 147 160 191 134 134 134 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数

内航海運 輸送量 百万トンキロ 244,546 248,203 248,002 233,526 238,540 238,330 241,756 237,018 229,000 233,000 237,000 2000年以降の輸送量は社会経済活動量の想定による

エネルギー消費量 百億kcal 2,948 2,978 2,936 2,810 2,934 2,999 3,109 3,102 2,827 2,876 2,925 （輸送量）×（エネルギー消費原単位）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/トンキロ 121 120 118 120 123 126 129 131 123 123 123 *1

（燃料構成比） Ａ重油 39.3% 40.3% 38.2% 38.4% 38.7% 39.6% 38.5% 38.4% 38.4% 38.4% 38.4%

Ｂ重油 15.5% 14.3% 10.6% 8.8% 7.6% 6.4% 5.2% 5.8% 5.8% 5.8% 5.8%

Ｃ重油 45.2% 45.3% 51.2% 52.7% 53.7% 54.0% 56.3% 55.7% 55.7% 55.7% 55.7%

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 8,856 8,945 8,821 8,442 8,814 9,009 9,340 9,319 8,492 8,641 8,789 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／トンキロ 0.0362 0.0360 0.0356 0.0362 0.0370 0.0378 0.0386 0.0393 0.0371 0.0371 0.0371 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 820 828 815 780 814 832 862 861 784 798 812 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数

N2O排出量 t-N2O 234 237 234 224 233 239 247 247 225 229 233 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数

合計 エネルギー消費量 百億kcal 4,515 4,919 4,629 4,580 4,685 4,851 5,122 5,508 4,514 4,563 4,613

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 13,556 14,769 13,891 13,706 14,041 14,560 15,376 16,525 13,545 13,693 13,842

ＣＯ2排出量（指数） 100 109 102 101 104 107 113 122 100 101 102

ＣＨ４排出量 t-CH4 1,254 1,366 1,285 1,273 1,301 1,345 1,420 1,528 1,252 1,266 1,279

N2O排出量 t-N2O 359 391 368 364 373 386 408 438 359 363 367

1997年までの輸送量、エネルギー消費量は、「運輸関係エネルギー要覧」．

*1  1990年から1997年のエネルギー原単位の平均が2000年以降も推移すると設定．

対策効果

旅客船 輸送削減量 百万人キロ － － － － － － － － 0 0 0

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位削減率 － － － － － － － － 0 0 0 内航の自主目標なし

内航海運 輸送削減量 百万トンキロ － － － － － － － － -2,333 -4,741 モーダルシフトによる輸送量増加

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位削減率 － － － － － － － － 0.00 0.000 0.00 内航の自主目標なし

船舶（計画ケース）

                    年度 １９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 2000年 2005年 2010年 2000年以降の推計方法　

輸送機関

旅客船 輸送量 百万人キロ 6,275 6,194 6,097 6,061 5,946 5,527 5,635 5,369 5,000 5,000 5,000 （固定ケース輸送量）－（輸送量削減量）

(内航） エネルギー消費量 百億kcal 1,567 1,941 1,693 1,770 1,751 1,852 2,013 2,406 1,687 1,687 1,687 （エネルギー消費原単位）×（輸送量）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/人キロ 2,497 3,134 2,777 4,236 2,945 3,351 3,572 4,481 3,374 3,374 3,374 （固定ケースエネルギー消費原単位）×（１－エネルギー原単位削減率）

（燃料構成比） 軽　油 7.9% 9.3% 11.6% 22.4% 14.7% 10.3% 10.2% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7%

Ａ重油 21.1% 16.6% 19.7% 29.7% 31.1% 17.6% 16.3% 29.8% 29.8% 29.8% 29.8%

Ｂ重油 3.0% 2.1% 2.1% 1.1% 0.8% 0.8% 0.9% 0.7% 0.7% 0.7% 0.7%

Ｃ重油 68.0% 72.0% 66.6% 46.8% 53.4% 71.3% 72.5% 60.9% 60.9% 60.9% 60.9%

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 4,701 5,825 5,070 5,264 5,227 5,551 6,035 7,206 5,052 5,052 5,052 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／人キロ 0.749 0.940 0.832 0.869 0.879 1.004 1.071 1.342 1.010 1.010 1.010 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 434 538 469 493 487 513 558 667 468 468 468 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数

N2O排出量 t-N2O 125 154 135 141 139 147 160 191 134 134 134 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数

内航海運 輸送量 百万トンキロ 244,546 248,203 248,002 233,526 238,540 238,330 241,756 237,018 229,000 235,333 241,741 （固定ケース輸送量）－（輸送量削減量）

エネルギー消費量 百億kcal 2,948 2,978 2,936 2,810 2,934 2,999 3,109 3,102 2,827 2,905 2,984 （エネルギー消費原単位）×（輸送量）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/トンキロ 121 120 118 120 123 126 129 131 123 123 123 （固定ケースエネルギー消費原単位）×（１－エネルギー原単位削減率）

（燃料構成比） Ａ重油 39.3% 40.3% 38.2% 38.4% 38.7% 39.6% 38.5% 38.4% 38.4% 38.4% 38.4%

Ｂ重油 15.5% 14.3% 10.6% 8.8% 7.6% 6.4% 5.2% 5.8% 5.8% 5.8% 5.8%

Ｃ重油 45.2% 45.3% 51.2% 52.7% 53.7% 54.0% 56.3% 55.7% 55.7% 55.7% 55.7%

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 8,856 8,945 8,821 8,442 8,814 9,009 9,340 9,319 8,492 8,727 8,965 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／トンキロ 0.0362 0.0360 0.0356 0.0362 0.0370 0.0378 0.0386 0.0393 0.0371 0.0371 0.0371 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 820 828 815 780 814 832 862 861 784 806 828 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料CH4排出係数

N2O排出量 t-N2O 234 237 234 224 233 239 247 247 225 231 237 (エネルギー消費量）×（燃料構成比）×各燃料Ｎ２Ｏ排出係数

合計 エネルギー消費量 百億kcal 4,515 4,919 4,629 4,580 4,685 4,851 5,122 5,508 4,514 4,592 4,671

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 13,556 14,769 13,891 13,706 14,041 14,560 15,376 16,525 13,545 13,780 14,017

ＣＯ2排出量（指数） 100 109 102 101 104 107 113 122 100 102 103

ＣＨ４排出量 t-CH4 1,254 1,366 1,285 1,273 1,301 1,345 1,420 1,528 1,252 1,274 1,296

N2O排出量 t-N2O 359 391 368 364 373 386 408 438 359 365 372

合計 ＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 -87 -176 計画ケース－固定ケース

ＣＨ４排出削減量 t-CH4 0 -0.6 -1.3

N2O排出削減量 t-N2O 0 -8.0 -16.2

エネルギー ＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 -0 -0 *2

原単位削減ＣＨ４排出削減量 kg-CH4 -0 -0 *2　と同様に算定

による効果 N2O排出削減量 t-N2O -0 -0 *2　と同様に算定

貨物量 ＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 -87 -176 *3

増減に ＣＨ４排出削減量 kg-CH4 -1 -1 *3　と同様に算定

よる効果 N2O排出削減量 t-N2O -8 -16 *3　と同様に算定

*2　（固定ケース輸送量＋計画ケース輸送量）／２×（固定ケースCO2原単位－計画ケースＣＯ２原単位）

*3　（固定ケースＣＯ2原単位＋計画ケースＣＯ2原単位）／２×（固定ケース輸送量－計画ケース輸送量）
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２－１０ 航空機における単体対策

(1) 航空機における対策技術

（導入シナリオを設定するレベル） （エネルギー効率向上を支える技術）

船舶輸送効率 船舶のエネルギー 推進抵抗の低減

の向上 効率向上 プロペラ効率の向上

エンジンの高効率化

船舶の運航管理の

高度化

(2) 推計方法（図3-2参照）

①基準年における輸送量、エネルギー消費量より、旅客、貨物別にエネルギー消費原単

位を算定する。

②エネルギー消費原単位を一定として、2010年の想定輸送量より、2010年の固定ケース

のエネルギー消費量、温室効果ガス排出量を算定する。

③対策の導入によるエネルギー消費率の低減、輸送量の増源を考慮し、2010年の計画ケ

ースのエネルギー消費量、温室効果ガス排出量を算定する。

(3) シナリオ

①固定ケース 輸送量当たりのエネルギー効率が現状のまま推移

②計画ケース 民間航空業界の自主目標の達成（７％削減）
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表2-13 航空機からの温室効果ガス排出量総括表
航空からの温室効果ガス排出量推計（固定ケース）

                    年度 １９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 2000年 2005年 2010年 　2000年以降の推計方法

輸送機関

国内線（旅客） 輸送量 百万人キロ 51,624 55,349 56,681 57,119 61,290 65,014 69,053 73,243 80,000 91,000 102,000 2000年以降の輸送量は社会経済活動量の想定による

エネルギー消費量 百億kcal 2,005 2,179 2,325 2,454 2,618 2,757 2,738 2,877 3,262 3,711 4,159 （輸送量）×（エネルギー消費原単位）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/人キロ 388 394 410 430 427 424 397 393 408 408 408 *1

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 5,531 6,011 6,414 6,770 7,222 7,606 7,553 7,937 9,000 10,237 11,475 (エネルギー消費量）×CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／人キロ 0.1071 0.1086 0.1132 0.1185 0.1178 0.1170 0.1094 0.1084 0.1125 0.1125 0.1125 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 159 173 184 195 208 219 217 228 259 294 330 (エネルギー消費量）×ＣＨ4排出係数

国内線（貨物） 輸送量 百万トンキロ 799 812 804 818 871 924 962 981 1,000 1,000 1,000 2000年以降の輸送量は社会経済活動量の想定による

エネルギー消費量 百億kcal 414 426 440 468 495 527 509 514 544 544 544 （輸送量）×（エネルギー消費原単位）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/トンキロ 5,178 5,250 5,469 5,728 5,683 5,704 5,291 5,240 5,443 5,443 5,443 *1

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 1,142 1,175 1,214 1,291 1,366 1,454 1,404 1,418 1,501 1,501 1,501 (エネルギー消費量）×CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／トンキロ 1.4294 1.4473 1.5097 1.5783 1.5678 1.5734 1.4596 1.4454 1.5013 1.5013 1.5013 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 33 34 35 37 39 42 40 41 43 43 43 (エネルギー消費量）×ＣＨ4排出係数

合計 エネルギー消費量 百億kcal 2,419 2,605 2,765 2,922 3,113 3,284 3,247 3,391 3,807 4,255 4,704

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 6,673 7,186 7,628 8,061 8,588 9,059 8,957 9,354 10,501 11,739 12,976

ＣＯ2排出量（指数） 100 108 114 121 129 136 134 140 157 176 194

ＣＨ４排出量 t-CH4 192 207 219 232 247 260 258 269 302 337 373

1997年までの輸送量、エネルギー消費量は、「運輸関係エネルギー要覧」．

*1  1990年から1997年のエネルギー原単位の平均が2000年以降も推移すると設定．

１９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 2000年 2005年 2010年

国内線（旅客） 輸送量削減量 百万人キロ 0 0 0

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位削減率 0 0.035 0.07 民間航空業界自主目標７％削減

国内線（貨物） 輸送量削減量 百万トンキロ 0 0 0

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位削減率 0 0.035 0.07

航空からの温室効果ガス排出量推計（計画ケース）

                    年度 １９９０年 １９９１年 １９９２年 １９９３年 １９９４年 １９９５年 １９９６年 １９９７年 2000年 2005年 2010年 2000年以降の推計方法

輸送機関

国内線（旅客） 輸送量 百万人キロ 51,624 55,349 56,681 57,119 61,290 65,014 69,053 73,243 80,000 91,000 102,000 （固定ケース輸送量）－（輸送量削減量）

エネルギー消費量 百億kcal 2,005 2,179 2,325 2,454 2,618 2,757 2,738 2,877 3,262 3,581 3,868 （エネルギー消費原単位）×（輸送量）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/人キロ 388 394 410 430 427 424 397 393 408 394 379 （固定ケースエネルギー消費原単位）×（１－エネルギー原

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 5,531 6,011 6,414 6,770 7,222 7,606 7,553 7,937 8,999 9,879 10,671 (エネルギー消費量）×CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／人キロ 0.1071 0.1086 0.1132 0.1185 0.1178 0.1170 0.1094 0.1084 0.1125 0.1086 0.1046 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 159 173 184 195 208 219 217 228 259 294 330 (エネルギー消費量）×ＣＨ4排出係数

国内線（貨物） 輸送量 百万トンキロ 799 812 804 818 871 924 962 981 1,000 1,000 1,000 （固定ケース輸送量）－（輸送量削減量）

エネルギー消費量 百億kcal 414 426 440 468 495 527 509 514 544 525 506 （エネルギー消費原単位）×（輸送量）

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 kcal/トンキロ 5,178 5,250 5,469 5,728 5,683 5,704 5,291 5,240 5,443 5,252 5,062 （固定ケースエネルギー消費原単位）×（１－エネルギー原

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 1,142 1,175 1,214 1,291 1,366 1,454 1,404 1,418 1,501 1,449 1,396 (エネルギー消費量）×CO2排出係数

CO2排出原単位 kg／トンキロ 1.4294 1.4473 1.5097 1.5783 1.5678 1.5734 1.4596 1.4454 1.5015 1.4489 1.3964 （ＣＯ2排出量）／（輸送量）

ＣＨ４排出量 t-CH4 33 34 35 37 39 42 40 41 43 43 43 (エネルギー消費量）×ＣＨ4排出係数

合計 エネルギー消費量 百億kcal 2,419 2,605 2,765 2,922 3,113 3,284 3,247 3,391 3,807 4,106 4,374

ＣＯ2排出量 千ｔ-CO2 6,673 7,186 7,628 8,061 8,588 9,059 8,957 9,354 10,501 11,327 12,067

ＣＯ2排出量（指数） 100 108 114 121 129 136 134 140 157 170 181

ＣＨ４排出量 t-CH4 192 207 219 232 247 260 258 269 302 337 373

合計 ＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 411 909 計画ケース－固定ケース

ＣＨ４排出削減量 t-CH4 0 0 0

エネルギー原単ＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 411 909 *2

削減による効果 ＣＨ４排出削減量 t-CH4 0 0 0 *2　と同様に算定

輸送量増減によＣＯ2排出削減量 千ｔ-CO2 0 0 0 *3

効果 ＣＨ４排出削減量 t-CH4 0 0 0 *3　と同様に算定

*2　（固定ケース輸送量＋計画ケース輸送量）／２×（固定ケースCO2原単位－計画ケースＣＯ２原単位）

*3　（固定ケースＣＯ2原単位＋計画ケースＣＯ2原単位）／２×（固定ケース輸送量－計画ケース輸送量）
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３．推計方法

３－１ 推計の前提

(1) 前提となる基礎データ

輸送量、自動車保有台数などの前提条件は、社会経済活動量の想定に基づいて推計

を行った。

○貨物総輸送量（トンキロ） － 貨物総走行量（キロ）

○旅客総輸送量（人キロ） － 旅客総走行量（キロ）

○自動車台数

(2) 対象分野（車種区分）

・自動車 旅客 乗用車（ガソリン車、ディーゼル車）

軽乗用車（ガソリン車）

バス（ディーゼル車）

貨物 小型貨物（ガソリン車、ディーゼル車）

普通貨物（ディーゼル車）

軽貨物（ガソリン車）

・鉄道（旅客、貨物）

・船舶（旅客、貨物）

・航空機（旅客、貨物）

(3) ケース設定

・固定ケース

各車種のエネルギー消費原単位が基準年のまま推移するケース。

・計画ケース

現行実施されている政策・対策が継続された場合のケース。

（省エネ法による自動車燃費の向上など）

３－２ 対策導入効果の算定方法

各対策の効果を積み上げによる方法で算定した。積み上げ時における削減効果の重

複は、以下のものが考えられる。

①輸送量削減効果とエネルギー消費原単位削減効果の重複

②輸送量削減の重複

③エネルギー原単位削減効果の重複

（例）・単体燃費の向上と、ＩＴＳなどによる平均車速向上のよる燃費向上の重複

・単体燃費の向上と、エコドライブなどによる燃費向上の重複

このような重複を可能な限り除外するために、輸送量、エネルギー原単位を別々に

積算したうえで、最後に両者を乗ずることでで、削減効果を算定した。
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固定ケース 輸送量 エネルギー
＝ ×

機関別エネルギー消費量 消費率

対策による輸送量

の増減

対策による

エネルギー消費率

削減

計画ケース 輸送量 エネルギー
＝ ×

機関別エネルギー消費量 消費率

自動車の場合

計画ケース ＝ 走行量 × 燃料消費率

エネルギー消費量

●燃料消費率＝固定ケース燃料消費率×（１－単体燃費の向上による燃料消費削減率）
(kcal／km） （kcal／km）

×（１－エコドライブによる燃料消費削減率）

×（１－渋滞緩和による燃料消費削減率）

j
●走行量 ＝ 固定ケース走行量 － Σ（ 各対策による走行量削減量 ）
（ｋｍ） （ｋｍ） （ｋｍ）

ｊ：（貨物）モーダルシフト、積載率向上

（旅客）公共交通機関利用、ライフスタイル改善

図3-1 推計の考え方
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固定ケースの算定
排出係数

（基準年）

基準年 ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量 温室効果
輸送量 ガス排出量

社会経済活動量の想定
一定

排出係数
(2010年度)

2010年度 ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量 温室効果
輸送量 （固定ケース） ガス排出量(基準年と一定)

計画ケースの算定

エネルギー削減率

輸送量増減量

排出係数
年度）(2010

2010年度 ｴﾈﾙｷﾞｰ消費原単位 ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量 温室効果
輸送量 (計画ケース) （計画ケース） ガス排出量

図3-2 鉄道・船舶・航空機のＣＯ 排出量算定フロー図2
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４．推計上の課題

(1) 従来車の燃費改善推計の検討課題

○省エネ法などで、カタログ燃費は向上しているが、実際にストックベースの実燃費は、

悪化傾向にある。車種構成（車両重量構成）の将来動向と省エネ法適合自動車の販売

状況、走行条件による理論燃費と実走行燃費の乖離等の動向を検討し、将来の実走行

燃費を推計する必要がある。

○都市部におけるＮＯx対策の動向と燃費の動向を考慮していく必要がある。

ディーゼル重量車のＮＯx対策強化による燃費悪化の可能性が考えられる。現行の算定

では、現状維持として設定している。

○今後のグリーン税制の導入による車種構成の変化を推計に入れていく必要がある。

(2) エコドライブ実施効果の推計上の検討課題

○エコドライブの実施率の設定の妥当性について検討をする必要がある。

(3) モーダルシフト効果の推計における課題

○モーダルシフトの可能性をより詳細に検討するためには、鉄道貨物のキャパシティや、

港湾施設の荷揚げ能力などを、検討する必要がある。

(4) 公共交通機関へのシフト効果推計の課題

○都市部での人のシフトの可能性の検討が必要。現状では、鉄道、バスの増加に伴い、

それに相当する自動車交通量が削減されるとしているが、鉄道、バス等が増加しても、

自動車交 通削減には直結しない場合が考えられるため、より詳細な交通行動分析が

必要である。


